外来・通所チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	
	
	



令和1年10月19日(土)　　　　　　　　　　　司会・記録：北城　碧 
	矢幅
	角濱
	小川
	菅原
	戸賀沢
	鳥谷部
	石田
	藤田
	蕨野
	沼畑

	公休
	公休
	業務
	公休
	公休
	公休
	公休
	公休
	公休
	介休

	山田
	大川
	東
	北城
	
	
	
	
	
	

	公休
	公休
	〇
	〇
	
	
	
	
	
	


· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞

・2019年度医療福祉学会開催について

日程：2019年11月3日（日）

締め切り：PPT：10月18日（金）

提出場所：教育委員会→2019年度教育委員会→2019医療福祉学会

 　　　　　→PPT→各領域

・創立記念祝賀会

日時：2019年11月3日(日)　18：30～21：00　(受付開始18：00)

場所：八戸プラザホテル　本館2階

正職員は、夜勤者・遅Ｃ勤務者以外参加。当日、勤務で不参加の職員は、勤務表が掲示され次第、早急に不参加届を提出の事。勤務以外での不参加の職員は、10/11まで。

・看護学生実習について

　八戸学院短期大学： 10/25（金）

＜重要事項＞

・医療法に基づく立ち入り検査

10/25、八戸市保健所

・実地指導

10/29、青森県

立ち入り検査・実地指導に向けて書類等の確認を各自の担当利用者分に抜けが無いかチェックしていく。7月、8月分は早急に。9月10月分の期限は10/21（月）

【チェック項目】

⇒各担当利用者様分の疾患別診療計画書（10月分）、7月～10月の日報の誤字脱字チェック

⇒日誌の出席日と電子カルテの出席日の突合、利用日のDｒの診察の確認

デイケア　　　　　　　デイナイトケア　　　　　ショートケア

７月　鳥谷部　　　　　７月　石田　　　　　　　７月　藤田

８月　鳥谷部　　　　　８月　石田　　　　　　　８月　藤田

９月　馬場　　　　　　９月　蕨野　　　　　　　９月　藤田

１０　馬場　　　　　１０月　蕨野　　　　　　１０月　藤田

⇒日誌の誤字脱字の確認

デイケア　　　　　　デイナイトケア　　　　　ショートケア

７月　石田　　　　　７月　戸賀沢　　　　　　　７月　蕨野

８月　石田　　　　　８月　戸賀沢　　　　　　　８月　蕨野

９月　蕨野　　　　　９月　戸賀沢　　　　　　　９月　蕨野

１０　蕨野　　　　１０月　戸賀沢　　　　　　１０月　蕨野

＜研修案内＞

令和元年度　第6回院内研修を下記の日程で実施します。

　日　時：10月24日（木）、25日（金）17:30～18:30

　場　所：メンタル3階会議室

 　テーマ：｢感染対策（インフルエンザ・ノロ）｣

　講　師：成田　春佳ＪＧＭ　(感染対策管理委員会)
＜各委員会から＞

・感染対策管理委員会より

　職員家族にインフルエンザ罹患の報告あり、利用者様に感染予防のため、うがい・手洗いの励行を促していく。白山台での感染情報もある為、スタッフも予防に努めること。

　10月～11月初旬でスタッフのインフルエンザ予防接種実施予定。利用者様は10/21～実施可能。費用は3300円。

・接遇向上・苦情対応委員会より

「利用者様満足度アンケート」を令和元年10月1日～10月31日で実施します。各部署ごとにアンケート用紙を配布しておりますので、ご協力をお願いします。

＜外来患者様情報＞

・古舘　ヨリ様～10/11の日赤病院での検査結果を持参している。BS:185、HbA1c:6.7とやや高めだが、著変なし。他異常値なく、尿潜血もなし。本日外来にて胸部X-P施行し、異常所見なし。精神症状も著変なし。
・寺地　徳和様～入室時はマスクを外すが、入室後すぐにマスクを着けている。精神症状著変なし。軟便が続いているとのことだが、他体調に変わりなし。
・石井　幸子様～最近も特に変わったところはなく落ち着いて過ごせていたようである。診察時も表情などは穏やかな様子。夜間の睡眠もとれていて、食事も作っているが、買い物に行くのは少し億劫な感じがしているという。気分面でのイライラや抑うつもなく経過している。デイケアは参加していて、ためになるところもあるという。本日ハロマンス(50)筋注施行。

・山本　真智子様～仕事への意欲を見せており、今後は段階的に就労していく事を検討していただく。家の近所にある特別養護ホームでの体験利用を勧められていたとのこと。デイケアも並行して行っていく。幻聴は気になることはあるが、日記にかいてみて安心している事も多いという。
・松村　勉様～最近、左脚をかばっていたら転倒して左肘を打撲することがあったという。現在疼痛はないようである。精神状態は安定している。

・鈴木　知子様～報告にあったように、デイケア中に希死念慮を示す事があったりするなど調子が良くなかったようである。本日、姉が同伴し、入院を希望するが、本人は入院を拒否している状況である。入院すると職員や他患者との関係が心配であり「孤立してしまって幻聴も悪くなるんじゃないか」など話している。夜間睡眠もあまりとれず、入浴なども出来ない状況である様子。本日は薬剤調整を行い、入院予約していく。
・繁名　和恵様～予定外の受診となっている。退院してからの状況としては、概ね安定していたようである。足が痛くなることがあり、整形外科受診してスミルスチックを処方されていた。精神症状的には幻聴はあまりなかったという。談話はとりとめない様子でしていることが多い。水分摂取は控えていただくよう診察にて説明。
・市澤　信行様～最近の様子としては特にかわったところはなく経過していたが、朝の起床時に辛くなることがまだ多い感じであっとのこと。昼頃になると落ち着いてくるようである。睡眠は、夜間3時間位とり、日中に少し昼寝もしていた。希死念慮はやはり朝に生じることが少しあったと話す。
・田端　香織様～調子が悪いとのことで本日予定外の受診。ロラゼパムを減量してから不安気になった印象が母親からみてあったようである。タンドスピロンを服用してから、身体の掻痒感が増して来た感じがあったともいう。外出も億劫になっている様子。一度、幻覚が強くなって「老人がたくさんいる、小さい女の子が部屋に入ってくる」等の訴えがあったとのこと。デイケアはだいたい行けていたと話す。本日よりタンドスピロンは中止して頂き、ロラゼパムは元の量に戻す。
